
「（震災時に）団員向け出動指令が機能しなかった」…現役消防団員

である郷間は、震災直後の平成２３年６月議会で即座にこの問題を取り

上げ、小型無線機の配備とメール配信指令の導入を求めました。 

 この質問がきっかけとなり、現在は郷間の 

提案どおり、市内の全消防団に MCA 無線と 

メールによる出動指令システムが整備されて 

防災力の強化が図られました。 

討 議 資 料 

 

郷間の提案力と行動力には、いつも「即効性」が兼ね備えられています。 

 

 
 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷間の活動は、議会内にとどまらず様々な社会

貢献分野に及んでいます。震災直後に郷間は「被

災地に明日を贈ろう」との思いで、約５,５00 本

のカレンダーを集め、これをトラックに詰め込ん

で釜石市と石巻市の仮設住宅に届けてきました。 

また、震災孤児施設の建設や、津波で消えた海

岸林の復活をめざす募金活動のほか、近年は中年

世代の婚活支援や、介護や子育てに不安をもつ家 
 族のための家庭相談室の創設運動、各種子ども支援事業など、その活動範囲は広がりを見せてい

ます。 これらの実績が全国規模で認められた輝かしい上位入賞でした。 

 



用地買収がほぼ完了してから約１０年も経つのに、この川の改

修はまだ実現していません。また、豪雨の際には未だに氾濫を繰

り返しています。郷間はこの点に着目し、放水路の新設や早急な

る改修を求めてきました。 

 その努力が実を結び、今後は新しい治水計画のもとで大規模な

改修が実現し、流域の皆さんの安心、 

安全な暮らしが確保されることになりそ 

うです。【※先行改修が必要と思われる 

氾濫箇所がありましたら郷間事務所まで 

ご連絡ください。☎ 661-2485】 

本市の小学校では１、２年生に限り「３５人学級制」

が導入されています。これに伴い、平成２７年度は、

市内６８校のうち１８校の小学校がクラスの減少や教

員削減などの負担を背負うことがわかりました。 

その中でも平石北小学校 

の３年生は、クラスの児童 

数が 20 人から 40 人に倍 

増する事態が予想されまし 

た。 

 郷間はこの問題を議会で 

取り上げ、見事「教員の特 

別加配」を実現させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急増する空き家対策のための条例案、中学生３年生までの

子ども医療費無料化をめざす条例改正案、市民に LRT 導入

の是非を問うための住民投票条例案など、郷間はこの４年間

で３つの政策条例案を議会に上程しています。これは宇都宮

市議会史上初の快挙です。 

 また、同期議員通算トップ回数(１６回)の一般質問に登壇

するとともに、会派内の活動をまとめた会報を随時発行し、

今期は計３回の「市政報告会」を地元平石地区市民センター

で開催するなど、郷間の政策提案は常に積極性と透明性に満

ちています。 



本市が導入しようとしている LRT（次世代型路面電車）事業は未だに

市民の同意を得ていません。佐藤市長はなぜ市民に賛否を問わないので

しょう。民意を置き去りにしたまま、政治主導で「見切り発車」しよう

としているこの LRT 計画に郷間は疑問を投げかけています。 

2000 年の冬、郷間は単身ア 

メリカに渡り、ノースキャロラ 

イナ大学のヘンリー・サノフ教 

授のもとで市民主導型のまちづ 

くり手法(コミュニティデザイン) 

を学んできました。 

「民意なき都市計画は、将来必ず禍根を残す」…これが郷間の持論です。 

行政書士と

して相続や

遺言、離婚

などの相談

をお受けし

ています。 

消防団員として

16 年目。かなり

の高齢団員です

が、今も現役で頑

張ってます。 

一昨年の 5月から

宇都宮清陵高の

PTA 会長として

様々な保護者活動

を実践中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者や障がい者の方で、親族や近所などから支援を受けられ

ず、家庭ゴミを自力でステーションまで出すことが困難な方々の家

を戸別訪問し、直接ゴミを預かるサービスが「ふれあい収集」です。 

現在は、高齢単身者などを中心に２００戸を超える家庭のゴミが

個別に収集されています。 

 行政経験をもつ郷間は、福祉や環境分野でもきめ細やかな行政サ

ービスの実現に貢献しているという証拠です。 

本市の財政事情は決して豊かとは言えません。そ

の証拠に道路改修や新設予算は１０年前と比べてか

なり少なくなっています。 

とは言っても、市民生活に直結する道路の改修や

通学路の安全対策は、費用をかけてでも実現すべき

だと郷間は主張しています。 

 特に、通学路となっている道路は、今後も優先して

計画的な整備を行っていくべきだと思っています。 



平出工業団地の周辺地域は住宅や商業施設が密集しています。にもか

かわらず、この団地には次々と産廃処理施設や有害物質を取り扱う工場

が進出し、様々な問題を抱えています。 
 

 郷間はこれらの事実を度々議会で取り上げ、新たな規制強化の必要性

を訴えるとともに、将来的には公害と無縁な流通団地化をめざし、(旧松

下電器跡地など)一部に商業 

施設が立地できるよう都市計 

画用途区域の変更を提唱して 

います。 

「陽だまり館」は“笑顔と真顔”が行き交うコミュニケーションの場となっています。    
 友人、知人、ご家族お誘い合わせの上、どうぞお気軽にお立ち寄りください。 
 郷間の支援者は、あたたかく、やさしい輪でつながっています。 

市政に関するご意見、ご要望などが

ございましたら、どんな小さなこと

でも結構ですのでお聞かせ下さい。

「陽だまり館(後援会事務所)」では、

常時、皆さんの大切な声をお預かり

しています。 

◆「郷間やすひさ」のリーフレットの配布と後援会入会カードの回収にご協力を！ 

◆ ボランティアスタッフ(男女)募集中！ 1 時間でも OK です！(お問合せは上記事務所まで) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先に述べたように、郷間は即効性や実効性を重視して各種

提案を行っていますが、その一方で「時間がかかっても必要で

あれば実現させる！」という“しぶとさ”を持ちあわせていま

す。 

今から５年前の平成２２年３月議会で郷間が提案した「住

民票等のコンビニ交付」や、議会の公開性を高めるための「本

会議中継映像のスマホ配信」がついに実施の運びとなりまし

た。 

郷間の「あきらめない姿勢」は、こんなところでも威力を発揮

しています。 


